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費　目  予算額

市税
（市民税など）

181億6,300万

国庫支出金
（特定の事業に対する国からの補助金など）

178億4,032万

地方交付税
（国からの交付金）

144億6,000万

市債
（借入金）

  85億8,370万

県支出金
（特定の事業に対する県からの補助金など）

  40億6,588万

地方消費税交付金
（地方消費税の市町村分）

  21億6,100万

国有提供施設等所在市助成交付金
（米軍や自衛隊の飛行場など特定施設に対する交付金）

  20億9,700万

繰入金
（基金からの繰り入れ）

  19億4,231万

諸収入
（延滞金や雑入など）

  18億6,953万

使用料及び手数料
（公の施設の利用料や住民票の発行などの役務の対価）

  12億7,305万

地方譲与税
（国税として徴収したものを自治体に譲与する税）

   4億8,700万

その他   10億  721万

合計 739億5,000万

会計名   予算額

土地取得事業    6億  100万

後期高齢者医療   24億3,000万

国民健康保険 199億8,700万

介護保険 146億4,600万

簡易水道事業    2億  570万

農業集落排水事業    2億  740万

会計名 予算額

特定地域生活排水処理事業      6,890万

周東食肉センター事業      7,900万

観光施設運営事業      3,180万

錦帯橋管理 5億2,530万

市場事業 6億8,530万

駐車場事業      5,020万

平成29年度　岩国市の予算

将来にわたり、輝き続ける岩国市を創造する予算

特別会計予算の内訳（単位：円）

問財政課☎㉙5050

市税（24.6%）

国庫支出金（24.1%）

地方交付税（19.6%）

市債（11.6%）

県支出金（5.5%）

地方消費税
交付金（2.9%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（2.8%）

諸収入（2.5%）

繰入金（2.6%）

使用料及び手数料（1.7%）

地方譲与税（0.7%）

その他（1.4%）

一般会計予算　739億5,000万円（平成28年度 731億9,000万円）

特別会計予算　395億1,760万円（平成28年度 389億3,150万円）
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一般会計予算の内訳（単位：円）

民生費（29.9%）

総務費（16.8%）

土木費（13.3%）

公債費（7.8%）

衛生費（16.0%）

教育費（5.9%）

消防費（4.1%）

諸支出金（1.8%）

農林水産業費（2.0%） その他（0.2%）

費　目  予算額

民生費
（児童・高齢者・障害者福祉などの経費）

221億3,186万

総務費
（庁舎管理・徴税・選挙などの経費）

123億8,961万

衛生費
（ごみ・し尿処理や健康推進などの経費）

118億    94万

土木費
（道路・公園・河川整備などの経費）

  98億    41万

公債費
（市債の元金や利子などの返還金）

  57億7,304万

教育費
（小中学校・幼稚園教育などの経費）

  43億7,308万

消防費
（消防・救急・防災などの経費）

  30億5,749万

農林水産業費
（農林水産業の振興や農林道の整備などの経費）

  15億  593万

諸支出金
（土地の購入などの経費）

  13億3,616万

商工費
（商工業の振興や観光事業などの経費）

  10億1,633万

議会費
（議会の運営、議員報酬などの経費）

   4億  484万

災害復旧費
（土砂崩れなどの災害復旧のための経費）

   1億9,342万

その他    1億6,689万

合計 739億5,000万                                                                                                     
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商工費（1.4%） 議会費（0.5%）

災害復旧費（0.3%）
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